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令和７年度 認知症施策の取組と実績について 

令和 7年 12月末実績 

【認知症施策の位置づけ】 

市：第 9期佐倉市高齢者福祉・介護計画（令和 6年度～令和 8年度）の重点施策 

 

（1）認知症の理解を深めるための普及啓発 

事 業 令和 7年度の主な取組と実績 

認知症サポーターの養成 

認知症の人と関わることが多い小

売業・金融機関・公共交通機関等

の従業員、こども、学生に対する

養成講座の拡大に努めます。 

・一般市民向けの他、薬局・介護事業所・郵便局、小・中学

校等に対する養成講座を開催 

・認知症サポーター養成講座の開催状況については「別紙」

参照 

認知症の人本人からの発信支援 

地域で暮らす認知症の人本人から

の発信の機会が増えるよう、普及

啓発に取り組みます。社会の理解

を深め、地域の人が認知症に関す

る正しい知識と理解を持って、認

知症があってもなくても同じ社会

の一員として地域をともにつくっ

ていけるよう、支援体制づくりや

認知症の理解の促進に努めます。 

・アルツハイマー月間にあわせ、認知症の人の『本人発信支

援』の一環として、各地域包括支援センターに配置されている

認知症地域支援推進員が主体となり、「みらいにつなぐ○○」

をテーマとしたポスター・パネルを作成。テーマから想起され

る、大空に浮かぶ風船や鳥、気球、音符などをモチーフにした

絵の中に、認知症の本人、家族などによるメッセージを入れて

一緒に製作した作品を、圏域ごとに公共施設に掲示 

 

・認知症の人本人の発信の機会と、当事者同士で話し合う場

をつくるための「合同オレンジカフェ」を開催予定（2月） 

 

広報・リーフレット等による認知

症の理解促進 

毎年 9月 21日の認知症の日（世

界アルツハイマーデー）を中心

に、認知症に関するイベントや講

座、相談窓口等の普及啓発に係る

取り組みを行い、理解の促進を図

ります。 

・9/19～21 の 3 日間、ふるさと広場の風車をオレンジ色にライ

トアップ 

・京成志津・ユーカリが丘・臼井・佐倉・大佐倉駅構内に、認知

症月間とオレンジライトアップをお知らせするポスターを掲示 

・JR 佐倉駅構内、イオンユーカリが丘店内、市役所社会福祉セ

ンター、志津図書館、南図書館、夢咲くら館、千代田・染井野ふ

れあいセンター、ふるさと広場の売店において、認知症の情報コ

ーナーを設置し、「みらいにつなぐメッセージ」のほか啓発ポス

ターやリーフレットを展示・配架 



令和７年度第２回認知症対策検討会_資料１ 

2 

 

 

 

認知症地域支援・ケア向上事業推

進補助金の交付 

認知症の人と家族に対する支援活

動または認知症の人の社会参加支

援活動を行う団体に対し補助金を

交付することにより活動を支援し

ます。 

・2団体に補助金を交付 

① オレンジカフェ「シュシュココンカフェ」 

（主催：シュシュココンカフェ） 

② オレンジカフェ「さくさくカフェ」 

（主催：訪問看護ステーション さくら咲くさくら） 

（２）予防 

 

事 業 令和 7年度の主な取組と実績 

脳とからだの元気力測定の実施 

早期から認知症の症状や発症リス

クについての知識を学び、自身の

認知機能を把握することで、生活

習慣の改善、社会参加、適切な医

療受診などへの主体的な取り組み

を促進します。 

・オンラインデジタルツール「のう KNOW」を使用し、対象者が 

タブレット端末（パソコン、スマホでも可）を操作することによ 

り、脳の健康度を測定 

 反応速度や正答率から、脳の健康度（脳年齢、集中力スコア、

記憶力スコア）を測定。スマホやタブレットを用いて自宅での

測定も可能 

・実施者 延 142人 （会場 120人、自宅等 22人） 

性別    男性 47人 女性 95人 

平均年齢  74.9歳（54歳～94歳） 

・測定結果 平均脳年齢 75.1歳 

・結果に応じ、物忘れ相談、介護予防教室、再測定などを勧奨 

（３）医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

 

事 業 令和 7年度の主な取組と実績 

認知症初期集中支援チームによる

支援 

認知症が疑われる人や認知症の人

及びその家族への訪問、観察、評

価、対象者に適切な医療・介護サ

ービスに繋ぐ初期の支援を実施し

ます。 

 

・初期集中支援 新規対象者 15人 

・訪問件数、チーム員会議の件数と処遇については「資料２」

参照 
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認知症カフェ（オレンジカフェ）

の開設 

認知症の方と家族、地域住民、専

門職が集う「認知症カフェ」を開

設し、介護者間の交流と、専門職

による相談体制の充実を図りま

す。 

・市内 8か所に開設（地域包括支援センター委託 5か所、介護事

業所 1か所、一般カフェ店舗 2か所） 

※上記に加え、今年度内に 2か所開設準備中 

開催回数：45回（包括実施分のみ、以下同じ） 

参加延人数：816人 

・参加者内訳 当事者延 198人（男性延 84人、女性延 114人） 

家族 176人、一般 141人、ボランティア 301人 

・専門職によるカフェ参加者への相談支援：36件 

物忘れ相談の実施 

物忘れや認知症についての不安が

あるかた及びその家族を対象に、

専門医等による物忘れ相談を実施

し、認知症や MCIの早期発見・早

期受診や不安の解消等の支援を行

います。 

・実施回数：9回（毎月 1回） 

・相談件数：34件 

・結果 受診勧奨：16件 

（うち主治医継続 1件、専門医紹介 15件） 

経過観察：11件 

サービス紹介：7件 

・面談の様子や本人、家族の希望等により地域包括支援セン

ターや各種サービス、地域の通いの場などにつないでいる 

家族介護支援事業（介護者教室・

介護者のつどい） 

介護家族の身体的・精神的負担の

軽減を図るため、基本的な介護に

関する学習や実習と介護相談、介

護者自身の健康管理、情報交換等

を通じた支援を行います。 

・家族介護支援事業（介護者教室・介護者のつどい） 

教 室 開催回数：19回 

参加延人数：412人 

つどい 開催回数：32回 

    参加延人数：190人 

認知症の「共生」と社会参加活動

の推進 

認知症の人が、尊厳と希望を持っ

て認知症とともに生きる、また、

認知症があってもなくても同じ社

会でともに生きる「共生」社会の

構築を目指します。また、認知症

の人のつながりを支援し、家族等

の介護負担の軽減を図りながら、

認知症の人が地域において役割を

担い、生きがいをもった生活を送

れるよう、支援体制づくりを進め

ます。 

・認知症の人が、尊厳と希望を持って生きる「共生」社会の

構築に向けた普及啓発 

 （再掲）認知症サポーター養成講座の実施、認知症高齢者 

声かけ訓練の実施 

 

・家族等の介護負担の軽減、認知症の人の役割・生きがいを

持てる支援体制づくり 

（再掲）オレンジカフェの実施、チームオレンジ活動推

進、認知症地域支援・ケア向上事業推進補助金の交付 

   

・「希望をかなえるヘルプカード」のリーフレットの配架 
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認知症の人の意思決定支援体制の

整備・成年後見制度利用促進 

認知症の人の意向を尊重し、その

尊厳を保持しつつ、切れ目なく保

健医療サービス、福祉サービス等

が提供されるよう、支援体制づく

りを進めます。 

・認知症の人の意向を尊重しながら、切れ目なく保健医療福

祉サービス等が提供される支援援体制づくりの推進 

 

・佐倉市成年後見制度利用促進基本計画に基づき、佐倉市成年 

後見支援センター（佐倉市社会福祉協議会へ委託）を中核機関 

として、制度利用に係る相談支援、普及啓発活動、後見人の支 

援等を実施 

成年後見支援センター相談総件数     526件 

成年後見等開始審判請求費用助成件数   0件 

成年後見人等報酬費用助成件数 高齢者 23件 

成年後見等開始審判請求数  

高齢者 10件（市長申立数） 

若年性認知症の人への支援、社会

参加支援 

若年性認知症についての周知と理

解の促進、相談機関や医療へのコ

ネクトを図りながら、若年性認知

症の人の就労等に関する情報等を

提供し、孤立させない支援体制づ

くりを推進します。 

・市ホームページや公共施設窓口において、若年性認知症に

ついての相談機関の周知（リーフレットの配架） 

・随時相談を受け付けた際は千葉県若年性認知症専用相談窓

口を紹介 

 

 

（４）認知症バリアフリー、若年性認知症の人の支援、社会参加支援 

 

事 業 令和 7年度の主な取組と実績 

認知症高齢者声かけ訓練の実施 

認知症の高齢者等が、住み慣れ

た地域で安心して暮らし続ける

ことができるよう、地域の見守

り支援体制を整えるため、地域

の公園や集会所等において、道

に迷っている認知症高齢者への

声かけや各所への連絡、連携の

実地訓練を開催します。 

・開催回数：4回（4地域） 

参加人数：70名 

西志津地区社会福祉協議会   参加人数 23人 

千代田地区社会福祉協議会   参加人数 18人 

井野小学校区まちづくり協議会 参加人数 11人 

松ヶ丘第二団地自治会     参加人数 18人 



令和７年度第２回認知症対策検討会_資料１ 

5 

 

（４）認知症バリアフリー、若年性認知症の人の支援、社会参加支援 

 

事 業 令和 7年度の主な取組と実績 

チームオレンジ活動推進 

認知症サポーター等を認知症の

人やその家族のニーズにあった

支援につなげる仕組み（チーム

オレンジ）を整備し、地域にお

ける支援ニーズの把握や認知症

の理解促進、本人発信支援等に

ついての活動を推進します。 

・ステップアップ講座を修了した者をチームオレンジメンバーと

して登録 

・認知症サポーターステップアップ講座の開催：1回（2日間） 

・チームオレンジ登録者数 95人 

・チームオレンジ設置数 2か所 

・チームオレンジ活動延回数 101回、延人数 368人 

 主な活動：オレンジカフェや介護者教室、声かけ訓練の運営 

サポート、アルツハイマー月間における啓発ポス 

ター・パネル作成、認知症サポーター養成講座に 

おいて寸劇発表、京成志津駅前の花壇整備、オレ 

ンジカフェ併設の畑における農作物づくり 等 

高齢者の虐待防止ネットワーク

の活用 

高齢者虐待の防止と早期発見・

早期対応・再発防止を図るた

め、市内の関係機関・団体等が

連携を強化するために設置して

いる「佐倉市高齢者虐待防止ネ

ットワーク」を活用した関係機

関によるケース検討会議の開催

や、専門機関等と連携した様々

な支援・対応を進めます。 

・地域における見守り意識の高揚を図り、関係機関と連携した

様々な支援・対応を実施 

・高齢者虐待通報件数  57件 

・高齢者虐待認定件数  20件 

（うち分離件数 2件、2件とも対応開始時分離済） 
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（４）認知症バリアフリー、若年性認知症の人の支援、社会参加支援 

 

事 業 令和 7年度の主な取組と実績 

２市１町ＳＯＳネットワーク 

 佐倉市・八街市・酒々井町・警

察署・消防組合・防犯組合連合

会による連絡協議会を組織し、

認知症高齢者等が行方不明にな

った場合に、ＦＡＸや防災無線

等を利用して捜索への協力を呼

びかけます。また、ＧＰＳを利

用した位置情報検索システムの

端末購入費用の助成や、行方不

明となるおそれのある高齢者等

に対し、身元確認のできる「Ｓ

ＯＳステッカー」の交付を行い

ます。 

・捜索回数 35回 

（うち佐倉市民 22件） 

・GPS端末初期費用助成 4件 

（うち佐倉市民  3件） 

・SOSステッカー交付（市内）34人 

（交付延べ人数 436人） 


